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光 村 図 書 ウ ェ ブ サ イ ト の ご 案 内
村図書のウェブサイトが，全

面リニューアルしました。デ
ザインを一新し，すっきりとした見

やすい画面に。また，お探しの資料

にアクセスしやすいよう，情報を整

理しました。

　そして「みつむらweb magazine」

という，楽しい読み物を集めたコン

テンツを新設。連載「『自画像』の

ひみつ」では，美術ジャーナリスト

の藤原えりみさんが自画像をめぐる

さまざまなエピソードとその見方を

紹介します。その他，作家の森
もり

絵
え

都
と

さん，翻訳家の金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

さんなど，

豪華な執筆陣による読みごたえのあ

る連載がたくさん。奥
おく

村
むら

高
たか

明
あき

先生（聖

徳大学教授）の新刊書籍『エグゼク

ティブは美術館に集う』の紹介記事

も掲載しています。その他に，くる

くる回る風車といっしょに光村図書

の歴史をたどる「みつむらhistory」

などの新コンテンツも。

　また，光村コミュニティ（会員専

用）にご登録いただくと，「美術準

備室」のバックナンバーをすべて閲

覧することができます。

　新しくなった光村図書ウェブサイ

ト，ぜひご覧ください。

光

奥村高明著　光村図書出版
本体1,950円＋税

『エグゼクティブは
美術館に集う』
「脳力」を覚醒する美術鑑賞

サイトリニューアルと同時期に発行。
美術鑑賞の重要性を問う新刊書籍です。

光村図書ウェブサイト
www.mitsumura-tosho.co.jp
新コンテンツも加わり，さらにパワーアップしました。

光村図書ウェブサイト

サイトリニューアルと同時期に発行。
美術鑑賞の重要性を問う新刊書籍です。
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ア ト リ エ

訪 　 　 問
画家

第 7 回

井上直久
空中に浮かぶ島，海の上を走る列車……
不可思議でありながら美しく調和がとれた世界を描く，井上直久。
大阪府茨

いばら

木
き

市にあるアトリエで，
今日も想像を膨らませ，筆を走らせている。
撮影 伊東俊介
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僕にとって，
 絵を描くことは，

 心の声に耳をすませること。

　アトリエをつくるときにこだわっ

たのが，この東向きの窓。一枚の大

きなガラスをはめてもらいました。

東向きだと，午前中はたくさん光が

差すけど，午後は光の差し方がほぼ

一定になる。僕が絵を描くときのリ

ズムと合っていて，いいんです。
——ご自宅を改築して，アトリエ

をつくられたそうですね。

井上　僕は，ずっと高校教師をして

いたんですが，画家になりたいとい

う思いが募り，43歳のときに教師

を辞めてアトリエをつくりました。

家内には心配をかけましたが……。

　その後，友人が出版社を紹介して

くれたことがきっかけとなり，東京

で個展を開けるにまでなりました。

そしてあるとき，宮
みや

崎
ざき

駿
はやお

監督が個

展に来てくださったんです。ちょう

ど，映画「耳をすませば」の制作中

だったらしく，後日，スタジオジブ

リから「主人公の少女が空想するシ

ーンを描いてもらえないか」と依頼

されました。うれしかったですね。

映画では，僕が長年描いている「イ

バラード」の世界を表現しました。
——「イバラード」とは，どのよ

うな世界なのでしょうか。

井上　僕の心の中にある空想の世界

です。宮沢賢治が岩手県を「イーハ

トーブ」と呼んだように，あるとき，

自分の住んでいる大阪府茨
いばら

木
き

市を

「イバラード」と呼んでみたんです。

そうしたら不思議と，自分の周りの

世界が今までとまったく違って見え

て，想像がどんどん膨らんでいきま

した。以来，自分が空想する世界を

「イバラード」と名付け，作品を描

き続けています。
——新版教科書『美術２・３』の「空

想の世界を旅する」では，井上さん

の制作過程をご紹介しています。作

品を制作するとき，まずキャンヴァ

スに，いろいろな色の絵の具をまき

散らすそうですね。

井上　僕の場合，真っ白なキャンヴ

ァスに描くきっかけを見つけるのは

難しいんですが，さまざまな色が混

ざったキャンヴァスを眺めていると，

建物や人の像が見えてきて，イメー

ジやストーリーが次々と浮かんでく

るんです。その見えたままに筆を進

めていくと，作品ができあがる。だ

から，どんな絵になるか自分でも最

後までわからないんです。自分の心

の奥にある世界が引き出されるよう

で，描くのがすごく楽しいですよ。

　映画「耳をすませば」の英語のタ

イトルは「Whisper of the Heart（心

の声）」というらしいのですが，最

初にそれを知ったとき，あっ！と思

いましたね。だって，僕にとって絵

を描く行為は，まさに「心の声に耳

をすませる」ことなので。

　だから，あの映画との出会いは偶

然じゃないな……なんて，今になっ

て思うんです。

　「ジャングルみたいな外観だから，

すぐわかりますよ」。電話でアトリエ

の場所を尋ねると，井上さんは笑い

ながらそう教えてくれた。確かに，

ツタに覆われた一軒家は，車道から

もひと目でわかるほど，不思議な存

在感を放っていた。我々が車を停め

ると，ひょろりとした長身の井上さ

んが，アトリエから姿を現した。

—— 緑に覆われた，すてきなお宅

ですね。

井上　ツタを適当に植えたらどんど

ん伸びてしまって（笑）。ほとんど

が常緑ですが，アトリエの窓際は落

葉性のツタにしました。そうすると，

冬は葉がないから，日当たりがよく

て暖かい。夏は葉が茂って日よけに

なるから涼しいんです。

白色は，アクリルやジェッソなど，濃度や粘度の違
う数種類の絵の具を混ぜてつくる。

幻想的な「イバラード」の世界。アトリエには，これ
までの作品が所狭しと並べられている。

ツタが美しい玄関。入って左側がアトリエで，右側
が自宅。かわいらしい看板が客人を迎える。

1948年大阪府生まれ。
金沢市立美術工芸大学卒業後，

広告代理店のデザイナーを経て，高校教師に。
83年『イバラードの旅』で講談社絵本新人賞を受賞。

92年から作家活動に専念。
95年に映画「耳をすませば」の制作に参加する。
「イバラード」という空想世界を30年以上にわたり
描き続け，全国各地で個展を行っている。

いのうえ・なおひさ
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というわけでもないのですが，それ

でも何かの機会にそうしたものに触

れたときには，どこか懐かしい，自

分の日本人としてのルーツを感じま

すね。それは近藤先生のおっしゃら

れるように，日本の文化がずっと古

くから今まで連綿と続いていて，何

か自分に通ずるところを感じている

からなのかもしれません。

近藤　私の場合，自然や文化への意

識は，幼い頃から刷り込まれていっ

たものです。中学校のときは鎌倉に

住んでいて，学校に行く途中，坂を

登ると富士山がよく見えて美しいな

と感じていましたし，多くの年中行

事もありました。豆まきやひな祭り，

端午の節句などですね。

永関　文化というと，富士山に続い

て群馬県の富岡製糸場，和食や和紙

が世界文化遺産に登録される運びと

なり，日本人としては誇らしい思い

です。

近藤　そうですね。日本の文化が世

界的に認められている一つの表れだ

と思います。世界の中でも，日本の

文化は非常に特徴的です。歴史上，

他の地域にみられるような異民族に

よる征服がなかったので，自らの自

然環境や風土の中で，自分たちがこ

れだと思うことを絶やさず，継続し

て発展させていきました。そこにア

ジアやヨーロッパなどの国々から新

しい文化が入ってきて，それをうま

く消化しながら洗練させてきたとい

う歴史があると思います。

永関　自然環境や風土となると，日

本の場合は比較的穏やかですよね。

暑さや寒さ，災害はもちろんありま

すが，それでも自然から自分の生活

を隔離して守るというよりも，むし

ろ自然の中に溶け込んでいきたいと

いうような部分が，昔からの生活の

中にはあると思います。

近藤　まさにそこが日本の文化の特

徴の一つだと思います。ヨーロッパ

の人たちは自然を人間が抑制し活用

するものとして捉え，科学技術を進

歩させました。しかし日本人は，昔

から人間を自然の一部として捉えて

おり，自然とともに，自然に寄り添

うように生きてきたといえます。

永関　自然と一体になる，自然を楽

しむ，ということは生活に根づいて

いますね。私たちが日常で使う物に

は，たいてい草花や動物などといっ

た自然のものがモチーフとして描か

れていたり形づくられていたりしま

す。子どもたちにもわかりやすいの

で，私は，美術の授業などでそうい

う話をするようにしていました。

近藤　伝統工芸や伝統芸能は，自然

のもつ力や奥深さに対する日本らし

い見方をしっかり残しています。自

然から学ぶべきことを私たちによく

示してくれている。だからこそ，そ

うしたものは大切にしていかなけれ

ばならないと思います。

永関　私は常に文化を意識している

特集うつくしい！をさが　しにいこう平成28年度版『美術』のご紹介

光村図書中学校『美術』教科書に新しく関わっていただいた先生方に，
文化に出会い，心を育む美術科の重要性を語っていただきました。

撮影 鈴木俊介

文化に出会い，心を育む美術

対

談永関和雄　 近藤誠一
新著者

元全国造形教育連盟委員長 元文化庁長官

神奈川県生まれ。近藤文化・外交研究所代
表。東京大学教養学部を卒業後，外務省に入
省。文化交流部長を経て，ユネスコ日本政府代
表部特命全権大使，駐デンマーク特命全権大使，
文化庁長官を歴任。石見銀山（島根県），平
泉（岩手県），富士山（静岡県，山梨県）の世
界文化遺産登録に携わる。『文化外交の最前線に
て』（2008年，かまくら春秋社），『外交官のア・ラ・
カルト』（2011年，かまくら春秋社）など，著書多数。
平成28年度版光村図書中学校『美術』教科
書著作者。

東京都生まれ。元全国造形教育連盟委員長。
多摩美術大学美術学部を卒業後，教職に就
く。中学校美術科教諭を経て，美術担当指導主
事や校長という立場から美術教育の発展に尽力し，
2014年度まで全国造形教育連盟の委員長を務め
た。教鞭を執るかたわらでは，自身も創作活動に
勤しみ，墨や水彩絵の具による絵画，版画などの
作品を制作する。平成28年度版光村図書中学校
『美術』教科書著作者。

こんどう・せいいち

ながせき・かずお

年中行事から感じる
身近な文化

世界でも特徴的 
自然と寄り添う日本の文化
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菓子づくりの実践がありますね。和

菓子は生徒にとって身近なところで，

日本らしさや文化といったものを感

じられます。自分で和菓子のデザイ

ンを考えて粘土でつくるという授業

はよく見かけるのですが，ある中学

校では地域の和菓子屋さんに協力し

てもらって，白あんと色鮮やかな食

紅をわけていただき，それを用いて

授業をしていました。

近藤　実際に食べられる材料という

ことですか。

永関　はい。生徒たちもとても意欲

的に取り組んでいました。本物の和

菓子をつくっているわけですから気

合いの入りようも変わってきます。

近藤　私も和菓子というのはよく日

本の文化を表しているものだと思い

ます。季節を感じさせるモチーフを，

見た目に美しい形や色であらわして

いる。これをつくるには，どの季節

に何が美しく見えるのかということ

を，知っていなければなりません。

その時々の自然へのまなざしが必要

になりますね。

永関　その通りです。生徒たちがデ

ザインをしっかり考えるためには，

すぐに制作に入るのではなく，モチ

ーフに関する調査も必要になります。

その本物の和菓子の授業でおもしろ

かったのが，和菓子を完成させたあ

る生徒が，「先生，これ，このまま

色紙の上にのせるだけではもったい

ないから」と言って，自分で葉っぱ

を取りに行って，和菓子の下に敷い

たのです。

近藤　素敵なエピソードですね。ま

た，生徒がそうした提案をできる環

境も含めて，先生はいい授業をされ

ていますね。

永関　そうした行事からは，季節や

自然の移ろいを感じられますね。ま

た，立派な文化だとも思います。文

化というと言葉から高尚な印象を受

けますが，生活に根ざし，暮らしの

中で育んできた面も大いにあるのだ

と思います。

近藤　そうですね。家庭や学校，あ

るいは地域の中で，子どもにそうし

た日常的な文化や自然に触れさせる

ことは大切です。教え込むというよ

りも体験させることで，より多くの

ものを子どもたちに伝えられます。

永関　今の子どもたちは本当にそう

した機会が少ないです。何かを体験

する，という機会ですね。家庭や地

域で行事をやる機会が，昔に比べる

と減ってしまったように感じていま

す。私は二つの中学校で校長をしま

したが，どちらの学校でも，季節の

行事を体験するということを学校の

特色として取り組みました。餅つき

をしたり，こいのぼりを立てたりし

ましたね。餅つきは有志の生徒が中

心となって，地域の方に手伝ってい

ただきながら，釜を使って餅米を蒸

すところから行いました。

近藤　そしてつきたてを皆で食べる

わけだ。いいですね。地域の方との

交流という面でも，素敵な取り組み

だと思います。

永関　七夕飾りも，地域の方から 4

メートルもあるような竹をいただい

てつくっていました。珍しい例だと

思いますが，こういうことを学校で

意図的にやらないと，今の子どもた

ちは経験しないまま成長していって

しまいます。こうした取り組みはや

るとなると大変ですが，保護者や地

域の方からの評判がよいです。

近藤　そういう地域の方々を巻き込

んでいくことは重要だと思います。

どうしても受験でいい学校に入って

就職して働いて……ということばか

りを考える時代になってしまってい

るので，生徒たちの感性を培うよう

な取り組みに理解者が増えていくと

いいですね。そのためには美術や文

化というものに対して，普段関心を

寄せていないような人々にも関わっ

てもらうことが大切になっていきま

す。

永関　今のは学校全体の取り組みで

したが，美術の授業では，例えば和

永関　そういう工夫を自らしていく

生徒もいるのです。本当に素晴らし

い感性をもっていると気づかされる

ことが多々あります。どれだけ美術

や文化について学んだ大人でも，思

いつかないような発想です。そして

それを認めてあげることが私たちの

役目ですね。

永関先生の活動 近藤先生の活動
田市立町田第三中学校の校長を

務めていた頃には，学校運営の中で

美術や文化に関する取り組みを積極的に行った。

写真は2014年の餅つきの様子。

生徒たちが田植えや稲刈りをした

餅米を使って，釜をつかって蒸す。

地域の方々の手を借りて，

お雑煮やあんこ餅，きなこ餅などがつくられた。

生徒は地域の方々と一体となって楽しんだ。

町 年1月7日～6月24日

に日本経済新聞社で

連載した「あすへの話題」を

まとめた一冊。連載中に起きた

東日本大震災を受け，

被災地への持続的支援の必要性と

文化芸術の力を活用した

復興教育への支援を訴えており，

その思いに共感した21名の作家が

挿絵を提供している。

『ミネルヴァの
ふくろうと明日の日本』
近藤誠一著　2013年
かまくら春秋社

年、文化庁長官

として参加した

ユネスコ世界遺産委員会。

厳しいとされていた三保松原を

含めて，富士山の世界文化遺産

登録を勝ち取った，

その舞台裏をつづった一冊。

世界遺産の意義や日本の文化の

特徴，外交官の交渉術まで

読み取れる最新刊。

『FUJISAN　世界遺産への道』
近藤誠一著　2014年
毎日新聞社

平成28年度版光村図書中学校『美術1』教科書の紙面。
和菓子をつくる授業の参考になるようにと，
本物の伝統的な和菓子の写真を大きく掲載している。

文化には，生活に根ざし，
暮らしの中で

育んできた面も大いにある。
永関

新著者対談

文化に出会い，心を育む美術
永関和雄　近藤誠一

2011 2013

生徒の感性に大人が学ぶ
文化に親しむ美術の授業
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近藤　他の教科でも可能ですが，特

に美術科では感性が生かされる機会

が多いでしょう。生徒たちが心の中

にもっている潜在的な感性をいかに

紡ぎ出してあげるかが先生方の役割

だと思います。生徒たちの発想や考

えを押さえつけて，何かを教え込む

のではなく。

永関　おっしゃる通りで，例えば鑑

賞の授業で美しいものを見たとして，

まず大事なことは「わぁ，きれいだ

な」と感じることなんです。私がよ

く生徒たちに言ってきたのは，そう

した感動を言葉にするということで

す。どうしてこんなにきれいなんだ

ろう，ここの色かな，形かな，とい

教師に求められる役割は
 生徒の潜在的な能力を 
紡ぎ出すこと 

うようなことを考えて，言葉で表現

させる。そして出てくる生徒たちの

言葉を聞くと，その感性に驚かされ

ることが多々あります。

近藤　やり方によっては作品の作家

や時代背景を知識として教えること

もあるでしょうが，あくまでも知識

は手段であって，目的ではありませ

ん。より深く作品を見つめて感動を

経験するには，知識が必要ないとき

もある。そこで先生方に求められる

のは，いかに生徒自身の言葉を引き

出してあげるかだと思います。

永関　最近，学校で授業を見ている

と，まず生徒に作品と出会わせる授

業が増えていて，喜ばしいことだと

思います。例えば光村の教科書の「特

別展示室」では，きれいな印刷で作

品がどんと大きく掲載されている。

生徒たちも作品の細部までよく見つ

めることができ，鑑賞の授業に活用

できますね。

近藤　授業では生徒それぞれの感動

があるだろうから，それらを共有す

ることで新たなものの見方に触れる

こともできますね。先生方は生徒た

ちの気づきを促すよう，ぽつりとし

たつぶやきを聞き逃さず拾ってあげ

ることも大切です。

永関　『美術１』の「文様，飾りの

小宇宙」(P30-33)という題材を見

ていると，美術科の意義を感じます。

世界各国の文様が並んでいる美しい

紙面です。世界にはいろいろな人々

がいてそれぞれに文化があって……

ということを，説明だけでなく目で

見て感じることができます。

近藤　そうですね。ここでは西洋や

東洋ということ無しに，公平な目で

文化を見つめることができます。ど

の文様も平等で，それぞれに特徴も

あれば似ているところもある。人間

が共通してもっている美意識を感じ

てくれることを願うし，文化につい

て考える基本になると思います。

永関　自分の住む日本という国の文

化に触れることも大切ですが，同じ

くらい，他の文化について理解する

ことも必要ですね。美術の場合，そ

れがすんなりと生徒たちに入ってい

く気がします。

近藤　知識としてあれこれ解説を覚

えるのではなく，文化を体験的に感

じられる教科だからでしょうね。文

化を理解し合い認め合うことは，こ

れからの世界にあってより求められ

ることです。

永関　美術科というのは，作品をつ

くる技術を学ぶ教科ではなく，文化

や自然などに触れ，自分がどう感じ

るかということが原点にあって，そ

れを自分で表現してみましょうとい

う教科です。先生方には完成する作

品ではなく，それをつくる過程にこ

そ意識を向けて授業を行ってもらい

たいです。生徒たちの感受性に目を

凝らしてほしいと思います。

近藤　いろいろな教科の中で，今の

生徒たちに最も必要な感性や精神性，

人や自然を敬う心につながる教科が

美術科だと思います。そういう意味

で，美術科の先生方は学校教育の中

で最も大事な役割を果たしています。

生徒の潜在的な感性や能力を引き出

すような授業が，今後も増えていく

ことを願います。

「感じたことを話し合おう」
では，2ページにわたって
一点の作品を大きく掲載し，
対話による鑑賞の活動を促
している。

『美術1』の4ページ題材「文様，飾りの小宇宙」
の最初の2ページ。日本の伝統文様や世界各国
の文様が色鮮やかに並んでいる。

美術科は，知識として
あれこれ覚えるのではなく，

文化を体験的に感じられる教科。
近藤

美術科の先生方が
果たす大事な役割

近藤先生と永関先生に著作者として

加わっていただいた新版教科書は，

1 年と 2・3 年の 2 冊構成になりま

した。1 年で基礎基本をおさえ，2

年 3 年で表現の幅を広げていける

内容になっています。次のページか

らは，工夫を凝らした教科書紙面を

ご紹介します。

『美術１』表紙作品
三沢厚彦「Animal 2007-03」

『美術２・３』表紙作品
ルネ・マグリット「ピレネーの城」

平成28年度版
光村図書中学校『美術』教科書

新著者対談

文化に出会い，心を育む美術
永関和雄　近藤誠一
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うつくしい！を
さがしにいこう

特集
 編集方針❶ 

生徒の視点を
大切にした教科書

新版教科書
紹介

光村の新しい教科書では，生徒たちの体験や生活に根ざした
題材設定を心がけるとともに，彼らが作品にかける思いや制作する姿，
試行錯誤を経て完成させる喜びに目を向け，等身大の中学生の姿を取り上げました。登場，全国の 仲間たち

自画像の題材では，制作した生徒が

自分の思い出の場所に立って，作品

を手にする姿を掲載しました。

同じ中学生の姿と作品を大きく取り

上げることで，生徒一人一人が仲間

意識をもって，自らも思いや内面と

向き合い，制作に取り組めるよう配

慮しました。

作品を，作者である
生徒とともに
『美術2・3』P26～29
「自画像，今を生きるあなたへ」

「自画像，今を生きるあなたへ」は，

4 ページ続きの題材になっていま

す。はじめの 2 ページは，自画像

をもつ同じ中学生の姿で学習意欲を

高めることを意図しており，続く 2

ページは生徒自らが表現する際の参

考になる作家作品や「みんなの工夫」

などの内容で構成しています。

2 ページで導入の内容を，続く 2

ページで制作の手助けとなる内容を

示した「4 ページ題材」は，自画像

の他『美術 1』『美術 2・3』合計で

5 本掲載しています。

「4ページ題材」

「みんなの工夫」というコーナーを

新設しました。実際の授業で，生徒

が作品を発想してから完成させるま

での試行錯誤の様子を取材し，掲載

しています。

表現の過程を
丁寧に追った
「みんなの工夫」
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平成 24 年度版より「特別展示室」で取り上げ

ている俵屋宗達の「風神雷神図屏風」。全国各

地の学校で，鑑賞の題材として多くの実践が行

われています。

平成 28 年度版教科書では，この作品の「金色」

を追求し，本物の色を再現しようと試みました。

平成 26 年に東京国立博物館で開催された特別

展「栄西と建仁寺」へ編集者と製版技術者が出

向いて本物を見ることから始まり，約半年間，

試行錯誤を重ねました。そして，通常のインキ

に加え，「金色」のインキを使って印刷するこ

とで，これを再現しました。

1 ページ以上の紙面を使って，作品

の部分を原寸大で掲載した鑑賞中心

の題材です。作品の細部まで見るこ

とで，鑑賞がより深まるだけでなく，

自らの表現活動にも生かすことがで

きます。同様の題材は，他にも『美

術 1』『美術 2・3』合わせて 3 本

掲載しています。

「原寸大で鑑賞しよう」
『美術2・3』P24～25
「原寸大で鑑賞しよう　灰色のフェルト帽の自画像」

平成 24 年度版より鑑賞題材として

設け，たいへんご好評をいただいて

いた「特別展示室」。新しい教科書

ではさらに工夫しています。

平成24年度版より
継続！「特別展示室」

『美術1』P22～27
「特別展示室　風神雷神，自然と人と」

『美術2・3』P40～45
「特別展示室　ゲルニカ，明日への願い」

本物の色の追求　
～「金色」を使った印刷への道～

生徒たちの学習意欲を高められるよう，
大胆な紙面構成で生徒たちの
興味・関心を刺激する工夫をしています。心を揺さぶる， 迫力の鑑賞図版編集方針❷ 

授業で十分に
活用できる教科書

新版教科書
紹介

「栄西と建仁寺」展へ出向いた製版の
技術者。本物を見る前，緊張した面持
ちだ。

上／印刷で実際に使用したインキ。
金色の微粒子を混ぜ合わせている。
下／印刷に向けての最終打ち合わせ。
製版，インキ，印刷の研究など，試行
錯誤を繰り返した。

「ゲルニカ」では鑑賞し
ている生徒のシルエッ
トを添えて，作品の大
きさを実感できるよう
にしました。

新たな工夫

原寸大

13



うえの・こういち

元帝京科学大学教授。
近著に，『風神雷神はなぜ
笑っているのか』
（2014年，光村図書）。

村の新しい教科書は，生徒が

主体的に取り組み，豊かに発

想し，創造的に表現・鑑賞する学習

を支えます。

　教科書を開いてみると，目にも鮮

やかな大きなサイズの作品が目に飛

び込んできます。一目で生徒の心は

揺さぶられ，意欲的に鑑賞を始める

ことでしょう。豊富に紹介されてい

る生徒作品や表現の過程，工夫の

数々は，発想・構想を促し，主題の

生成を支援します。さらに，形や材

料，色彩など共通事項に関する内容

や，発想・構想の方法，表現技法の

基本など，『美術 1』だけでも 20

ページにわたる資料ページが，生徒

の自立的な学習を支えます。

　教科書は先生にとっても使いやす

くあらねばなりません。私たちは全

国の美術科の先生方の声を基に，授

業で十分に活用できる教科書を目指

しました。効果的な授業の導入，鑑

賞作品の充実，豊富な資料など，題

材ごとの学習を念頭において構成し

ています。

　また，暮らしや社会とのつながり

も重視しました。私たちの暮らしや

社会は美術に囲まれて成り立ってお

り，美術を学ぶことが暮らしや社会

を考えることに結びついていること

を生徒に実感してもらうことが大切

だと考えたからです。それは伝統文

化の理解にもつながります。日本の

伝統文化に関する内容についても，

新しい教科書ではさらに充実を図り

ました。

　今の中学生が社会で活躍する頃に

は，社会構造や職業の形態が大きく

変化していることでしょう。その変

化を乗り越えていくために，伝統や

文化に立脚した自立・協同し創造的

に生きていく資質・能力の育成を念

頭に置き，光村の新しい教科書はさ

らに進化しました。

生徒たちが日常生活やそれぞれの将来において
美術科で身に付けた力を生かせるよう，美術が私たちの暮らしや社会を
美しく豊かにしていることを実感できるよう構成しました。美術に囲まれる毎日の実感編集方針❸ 

暮らしや社会と
つながる教科書

中学生の１日の生活を追う形で，美

術に囲まれた毎日の様子をわかりや

すく示しました。

一日の流れで，
美術を感じる

表現中心の題材では，作品を暮らし

の中で飾ったり使ったりする活動を

取り上げ，マークを使って明確に示

しました。

「生活に生かそう」
マーク

美術の力によって社会の課題を解決

しようとしていたり，暮らしをより

豊かにしていたりする例を，題材で

取り上げました。

社会に生きる，
美術の力

『美術2・3』P5～7
「朝起きてから夜眠るまでの美術」

『美術2・3』P70～71
「暮らしやすい町づくり」

『美術2・3』P72～73
「夢を形にするデザイン」

『美術1』P11「見て描く楽しみ」

新版教科書
紹介

光

平成28年度版を編集して
上野行一 中学校『美術』教科書著作者

を支えます。

　教科書を開いてみると，目にも鮮

やかな大きなサイズの作品が目に飛やかな大きなサイズの作品が目に飛

び込んできます。一目で生徒の心はび込んできます。一目で生徒の心は

揺さぶられ，意欲的に鑑賞を始める

ことでしょう。豊富に紹介されてい

る生徒作品や表現の過程，工夫の

数々は，発想・構想を促し，主題の

生成を支援します。さらに，形や材

料，色彩など共通事項に関する内容

や，発想・構想の方法，表現技法の

基本など，『美術 1』だけでも 20

ページにわたる資料ページが，生徒

の自立的な学習を支えます。

　教科書は先生にとっても使いやす

くあらねばなりません。私たちは全

国の美術科の先生方の声を基に，授

業で十分に活用できる教科書を目指

しました。効果的な授業の導入，鑑

賞作品の充実，豊富な資料など，題

材ごとの学習を念頭において構成し

ています。

　また，暮らしや社会とのつながり

も重視しました。私たちの暮らしや

社会は美術に囲まれて成り立ってお

り，美術を学ぶことが暮らしや社会

を考えることに結びついていること

を生徒に実感してもらうことが大切

だと考えたからです。それは伝統文

化の理解にもつながります。日本の

伝統文化に関する内容についても，

新しい教科書ではさらに充実を図り

ました。

　今の中学生が社会で活躍する頃に

は，社会構造や職業の形態が大きく

変化していることでしょう。その変変化していることでしょう。その変

化を乗り越えていくために，伝統や

文化に立脚した自立・協同し創造的

に生きていく資質・能力の育成を念

頭に置き，光村の新しい教科書はさ

中学生の１日の生活を追う形で，美中学生の１日の生活を追う形で，美

術に囲まれた毎日の様子をわかりや術に囲まれた毎日の様子をわかりや

すく示しました。

一日の流れで，一日の流れで，
美術を感じる美術を感じる

表現中心の題材では，作品を暮らし表現中心の題材では，作品を暮らし

の中で飾ったり使ったりする活動をの中で飾ったり使ったりする活動を

取り上げ，マークを使って明確に示取り上げ，マークを使って明確に示

しました。

「生活に生かそう」「生活に生かそう」
マーク

美術の力によって社会の課題を解決美術の力によって社会の課題を解決

しようとしていたり，暮らしをよりしようとしていたり，暮らしをより

豊かにしていたりする例を，題材で豊かにしていたりする例を，題材で豊かにしていたりする例を，題材で

取り上げました。取り上げました。

社会に生きる，社会に生きる，
美術の力

『美術2・3』P5～7
「朝起きてから夜眠るまでの美術」

『美術2・3』P70～71
「暮らしやすい町づくり」

『美術2・3』P72～73
「夢を形にするデザイン」

『美術1』P11「見て描く楽しみ」『美術1』P11「見て描く楽しみ」

新版教科書
紹介
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屋に住み込んで修行をし，布の扱い

方や染めの基本を一から学びます。

それが，今の彼の原点になっている

ことは間違いありません。

　師である芹沢の型染めは，非の打

ちどころがなく完璧です。もし芹沢

の作品が部屋に掛けてあったら，そ

の前に立ってじっと見入ってしまう

でしょう。いっぽう，柚木さんの型

染めは，いい意味で隙がある。もし

部屋に掛けてあったら，作品はもと

より空間全体が心地よく感じられる，

そんなよさがあります。「詩情」が

あると言ったらよいでしょうか。

　2014 年秋，パリにあるフランス

国立ギメ東洋美術館で，「La Danse 

des formes 柚木沙弥郎のテキスタ

イル作品展」が開かれました。こち

らの展示も，とてもすばらしかった。

私はそのレセプションに参加したの

ですが，柚木さんはマイク片手に非

常にハキハキとお話をされて，見事

に聴衆を惹き込んでいました。

　今，現代美術の現場で，こんなに

生き生きと制作に励む 90 歳のアー

ティストを，柚木さん以外に私は知

りません。これからも変わらず作品

を生み出していってほしい――パリ

の美術館で少し興奮しながら話す柚

木さんの横顔を見つめながら，改め

て思いました。（談）

　2013 年夏，当館で，染色家・柚

木沙弥郎さんの展覧会「いのちの旗

じるし」を開催しました。そのとき，

柚木さんはすでに卒寿を迎えられて

いましたが，声には張りがあり，お

話しされることも実に明快。飾った

ところがなくて飄々とした人――

そんな印象を受けました。

　柚木さんは，この展覧会に向けて

新作に取り組んでくださったのです

が，それが新版教科書『美術１』の

32ページに掲載されている「まゆ

玉のうた」（右写真）です。簡潔な

デザインの中にモダンな空気が漂う，

どことなくご自身のお人柄を感じさ

せる作品です。

　柚木さんの制作の基本は，「型染

め」です。型染めとは，耐水加工し

た和紙で型紙をつくり，布にあてた

上から防
ぼう

染
せん

のための糊
のり

を置き，その

他の部分を染める技法。この方法で

タペストリーや服地，屏風仕立ての

作品などを制作されています。

　彼が型染めに出会ったのは，24

歳のとき。大原美術館（岡山県倉敷

市）に勤務していた頃でした。ここ

で，型染めの第一人者である芹
せり

沢
ざわ

銈
けい

介
すけ

（※）が制作したカレンダーを見て，

柚木さんは強く心を動かされます。

そして美術館を辞め，民藝運動を提

唱した柳宗
むね

悦
よし

から芹沢を紹介して

もらい，本格的に型染めの道に進ん

でいくことになります。

　芹沢は「始めから作家になろうと

するのではなく，まず職人から学ぶ

べきだ」という考えの人でした。柚

木さんは，師の勧めで静岡県の染物

飄
ひょう

々
ひょう

とした人

詩情を感じさせる作品

型
かた

染
ぞ

めとの出会い

このコーナーでは，
毎回一人の作家を取り上げ，
美術評論家の酒井忠康先生に，

お話をうかがいます。

第 7 回

柚
木
沙
弥
郎

1922-

作
家
の

肖
像

ゆのき・さみろう
1922年東京都生まれ。染色家。
42年に東京帝国大学文学部美
学美術史学科入学。終戦後，46
年に大原美術館に就職。その後，
染色工芸家の芹沢銈介に師事，
染色家を志す。以来，多くの作
品を発表し，数多くの個展を開
催。絵本，版画，ポスターデザ
イン，彫刻など，染色以外の活
動も精力的に行っている。近著
に『柚木沙弥郎　92年分の色と
かたち』（グラフィック社）がある。

上／「まゆ玉のうた」（１〜８）
綿　型染め　各258×87cm　2013年　作家蔵
世田谷美術館で開催された「いのちの旗じるし展」で，
作品の前に立つ柚木氏。展覧会にあわせて，新作を発表した。

左／「指人形」シリーズ
紙粘土　布　2007年　作家蔵
型染めだけでなく，立体造形も制作。写真は紙粘土でつくられた指人形。
人形が着ている服は自身の染め布や古着を使う。

右／型染め絵
綿・紙など　型染め　1980年代頃　作家蔵
旅先で出会ったモチーフを作品することも多い。
写真は木綿の生地に型染めをし，和紙で裏打ちしたもの。

やなぎ

世田谷美術館館長，美術評論家。
1941年北海道生まれ。慶應義塾大学卒業。
神奈川県立近代美術館館長を経て現職。
光村図書中学校『美術』代表著者。

さかい・ただやす
酒井 忠康

※芹沢銈介（1895-1984）
染色工芸家。柳宗悦らの民藝運動に参加。
重要無形文化財保持者（人間国宝）。

（撮影：木寺紀雄）
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　高さ３メートルを超える，段ボー

ルでつくられた人気アニメキャラク

ター「ガンダム」。その堂々たるた

たずまいに，思わず息をのむ。この

作品は，名取市立第一中学校の美術

部が毎年制作しているもの。

　もともと，ガンダムの制作は，宮

城県立多賀城高等学校の小
お

川
がわ

進
すすむ

先

生が 2001 年に始めたものだ。「文

化祭の目玉となる大きな立体をつく

りたいと思っていたときに，生徒か

らガンダムはどうかと提案がありま

した。それで生徒たちといっしょに

パソコンのソフトを使って型紙を一

から起こし，制作したんです。学校

内外から大きな反響がありましたね。

今は『段ボールアート』として，ガ

ンダムだけでなく，さまざまな立体

制作に挑戦しています。平面だった

ものを組み立てて立体にしていくの

って，完成したときの感動が大きい

んですよ」と小川先生。

　この「段ボールアート」の取り組

みは話題を呼び，県内だけでなく，

県外の中学校・高等学校にも広がり

つつある。名取市立第一中学校・美

術部顧問の佐
さ

々
さ

木
き

裕
ゆ

美
み

子
こ

先生も，「段

ボールアート」に魅せられた一人。

小川先生の指導を受け，美術部員と

段ボールを使って立体作品を制作し

ている。特に，ガンダムは親世代か

らの人気が高く，学校を訪れる保護

者からの評判もよいという。

　ガンダムの制作の手順は，まず型

紙をあてて段ボールを 50 以上のパ

ーツに切り出す。そして，そのパー

ツをボンドで固定していく。頭，腕，

胸など部分を組み立て，最終的にす

べてを合わせて完成させる。特に，

最後の組み立ての場面では，上級生

が脚立にまたがり，下級生にテキパ

キと指示を出していて頼もしい。完

成すると自然と拍手が起き，全員が

笑顔に。

　以前，同校の美術部員は 20 名ほ

どだったが，「段ボールアート」に

取り組むようになってから「自分も

ああいう立体作品をつくってみた

い」と，男子部員が急増し，今や男

子 25 名，女子 26 名の大所帯だ。

　佐々木先生は，普段から共同制作

の場面を多く設定するように心がけ

ている。2014 年には，地元のサッ

カーチーム「べガルダ仙台」の創設

20 周年を記念し，マスコットキャ

ラクター「ベガッ太」を段ボールで

つくった。スタジアムにも飾られ，

地元新聞で取り上げられるなど評判

に。生徒たちは，「大きな立体作品

が完成すると，すごく達成感がある

んです」とうれしそうに話す。

　「つくる喜びをみんなで共有した

い」と語る佐々木先生。その思いは，

生徒へ確実に届いているようだ。

美術部へようこそ！
共同制作に力を入れている名取市立第一中学校。
近年では，段ボールを使った立体作品を多く制作し，話題を呼んでいます。その活動をご紹介します。

第 7 回

宮城県名
な

取
とり

市立第一中学校

左／型紙をあて，ていねいにダンボールを切り出していく。
上級生が下級生に教える場面も多くみられる。
右／ホットボンド（※）でパーツを接着させる。
ボンドの乾きが早いので，手早く作業を行う。
※熱で溶けるボンド。工具を使って接着する。

分県別府市を拠点に活

動を続ける NPO 法人

「BEPPU PROJECT」。

アートのもつ，自由なものの見方や

創造性を社会に広めるべく，アート

イベントの企画・運営をはじめ，教

育普及活動なども行っている。県内

の小・中・特別支援学校にアーティ

ストを派遣するプログラムも，その

一つだ。アーティストによるワーク

ショップを通して，子どもの自由な

発想力や創造力を引き出すこのプロ

グラムでは，学校と連携し，授業づ

くりの支援まで行う。

　アーティストの専門分野は，音楽，

ダンス，現代アート，

写真などさまざまだ。

昨年，大分市立佐
さ

賀
がの

関
せき

中学校を訪れたの

は，風景・文化・社

会という切り口から

「食」を捉えた作品

制作を行う「風景と

食設計室 h
ホー

oo」。「風

景を食べる」という

テーマのもと，生徒

とともに，風景を写真で切り取った

「料理」づくりに取り組んだ。「『食

べるなら』と思って見た瞬間に，日

常の風景が料理に見えてきます。ア

ーティストとの関わりが，世界を眺

める見方を変えるきっかけになれ

ば」と語るのは，本プログラム担当

者の古
ふる

原
はら

彩
あや

乃
の

さん。

　同団体では，他にも，アーティス

トと遊びをつくるなど，小・中学生

を対象としたプロジェクトを展開し

ている。「町とアートのつなぎ手」

としての活動から，子どもたちの表

現・創造する喜びが広がっていく。

大
迫力ある立体の制作

つくる喜びを共有したい

教室を飛びだして

NPO法人 BEPPU PROJECT（大分県別府市）が取り組む，
アーティストと小・中学生による創作のワークショップについてご紹介します。

NPO法人 BEPPU PROJECT

器が描かれた紙を当て，
道端の花を料理に見立てて撮影する生徒。

NPO法人 BEPPU PROJECT
www.beppuproject.com
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　09年，東京国立博物館で開催さ

れた「国宝・阿修羅展」で巻き起こ

った空前の仏像ブーム！ と思いき

やその後の仏像展の動員はさほど振

るわず，やはり奈良・興福寺の阿修

羅像の人気がハンパじゃなかったこ

とがようやく世間的にも分かってき

た。

　それまで仏像といえば大概，修学

旅行で見た奈良の大仏。「大っきい

なァ」という感想しか持てなかった

輩
やから

はその後，パンチパーマの大きな

像であれば何だって仏像だと思い込

んでいる。しかし，阿修羅像は三
さん

面
めん

六
ろっ

臂
ぴ

の異形のお姿。髪は結い上げ，

その一つ一つの顔は美少年であり，

下唇を少し噛んだ表現や眉間に少し

シワを寄せ思いにふける表情はイメ

ージの仏像とは大きく違う。

　ルーツは古代インド語の“アス

ラ”。仏教が流布する以前の戦闘神

だったアスラは，後に仏教に帰依し，

“八
はち

部
ぶ

衆
しゅう

”（天・龍・薬
や

叉
しゃ

・乾
けん

闥
だつ

婆
ば

・

迦
か

楼
る

羅
ら

・緊
きん

那
な

羅
ら

・摩
ま

睺
ご

羅
ら

伽
か

・阿修羅）

に取り込まれたのである。だから，

厳密にいえば阿修羅像は仏像ではな

い。そもそも仏の定義とは悟りを開

いた覚
かく

者
しゃ

のことであり，それをフィ

ギュア化したのが仏像。悟った姿の

如来と，悟ることを約束されている

お姿，菩
ぼ

薩
さつ

像まで。しかし，日本に

伝来した時の仏教は既に大乗仏教で

あり，日本独自の神仏習合といった

大らかな考え方も相まって全てを

“仏”，または仏像と呼ぶようにな

ったに違いない。

　下っ腹が出てぽっちゃりとした体

型の如来像と比べ奈良・興福寺の八

部衆はどれもがスリムである。たと

え毒蛇を食らう神・迦楼羅（顔は鳥

天狗）であっても，体は少年のよう

で表情はとても優しい。それは，一

重にプロデュース（勅願）が女性（光

明皇后）であることが大きいだろう。

阿修羅に至っては“修羅場”なんて

言葉があるようにかなり荒ぶった神

であることは確か。その修羅場の虚

しさを悟ったかのような繊細な表情

には，今でいうジャニーズのセンス

が入っているような気がする。いつ

の時代も女性が美少年に魅せられる

のは同じ。そこが大きく他の仏像と

違っていた点である。展覧会以降，

“阿修羅超え”なる言葉まで生まれ，

どの仏像が次にブームを起こすの

か？ 仏のみぞ知る。

阿修羅の魅力

1958年京都府生まれ。
作家，漫画家，イラストレーター，ミュージシャン。
1980年武蔵野美術大学在学中に
『月刊漫画ガロ』で漫画家デビュー。
著書に『アイデン＆ティティ』，『色即ぜねれいしょん』
など多数。友人のいとうせいこうと
全国の仏像を鑑賞しまとめた紀行文
『見仏記』シリーズが好評。
興福寺公認の「阿修羅ファンクラブ」の
会長を務める。

みうらじゅん

第 7 回

乾
かん

漆
しつ

，彩色　高さ153cm　734年
興
こう

福
ふく

寺
じ

蔵（奈良県）

阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

 上半身（部分）

※新版教科書『美術２・３』の巻頭ページに掲載

写真：飛鳥園
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